
令和３年度（2021年度）決算

とよなかのお財布事情

（本編）



市全体の支出 3,013億円

市では、一般的なお財布と特別なお財布を用途によって使い分け
て、それぞれの仕事にかかったお金の支払いをしています。
特別なお財布は、収入だけではお金が足りないので、一般会計か
らもお金を受け取っています。

一般会計 1,765億円

特別会計 841億円

（国民健康保険、介護保険など）

病院 206億円

上下水道 201億円

令和３年度の
市の収入と支出
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市全体の収入 3,114億円

一般会計 1,823億円

特別会計 865億円

（国民健康保険、介護保険など）

病院 217億円

上下水道 209億円

市のお財布には、一般的なお財布（一般会計）と、用途が決まっ
ている特別なお財布（特別会計・企業会計）があります。国民健
康保険や介護保険などが特別会計、市立豊中病院・水道・下水道
が企業会計です。
一般会計の収入は市税など、特別会計・企業会計の収入は、国民
健康保険や介護保険などの保険料、市立豊中病院の診療報酬、水
道・下水道の使用料などです。



一般会計の支出 1,765億円

民生費 925 億円（53％）

総務費 175 億円（10％）

衛生費 165 億円（9％）

教育費 145 億円（8％）

その他の支出 355 億円（20％）

令和3年度に一般会計から支払ったお金の約53％は、福祉や子育
てなどに使ったお金（民生費）でした。

次のページで、市税を活用した支出の内訳について、使われた内
容を細かく分けながら見ていきます。

一般会計の収入 1,823億円

市税 705 億円（39％）

交付税等 234 億円（13％）

国・府支出金 639 億円（35％）

市債（借金） 120 億円（6％）

その他の収入 125 億円（7％）

一般会計に入ってくるお金には、市に納められた税金（市税）
や、国や府からの補助金など（国・府支出金）、国や銀行からの
借金（市債）などがあります。

令和3年度に市が支払ったお金のうち、約39％が市税、約35％が
国や府から受け取ったお金、約6％が借入れでした。
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●福祉・健康・衛生施策
（介護予防や障害者支援、病院・保健所など）

2,982円（前年度比△100円）

・障害福祉サービス費、扶助費支給、特別会計（国保・介護・後期・
病院）への繰出等

一般的なお財布（一般会計等）に入ったお金は、いろいろなかたちで、
豊中市を暮らしやすいまちにするために使われています。

具体的な取り組みを見ていきます。

●子育て支援・教育
（待機児童対策や学校関係など）

2,454円（前年度比＋10円）

・子育て世帯への特別給付金、児童手当、児童扶養手当、子ども医療
費助成等
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福祉・健康・衛生

施策
29%

子育て支援・教育

25%

商工・総務等

21%

施設・道路等
17%

消防・防災

4%
清掃・環境美化

4%

市税１万円あたりの支出内訳



（注）３ページ以降の数値は、総務省が定めた全国一律の基準で計算する
統計上の数値（普通会計）で計算しています。
豊中市の普通会計には、一般会計のほか、２つの特別会計を含みます。
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●施設・道路等
（建替や改修工事関係、借金の返済など）

1,712円（前年度比△65円）

・公営企業会計（下水道）への繰出、市営住宅整備事業、公債費の償還
等

●消防・防災
（消防車や救急車の運用、防災対策など）

416円（前年度比△11円）

・救助工作車等の購入、消防指令業務の共同運用等

●清掃・環境美化
（ごみ収集など）

376円（前年度比△11円）

・豊中市伊丹市クリーンランド負担金、ごみ収集業務委託等

令和３年度と令和２年度の比較を行うと、市に納めた税金1万円の内訳で
は、前年度と継続して福祉・健康・衛生施策、施設・道路等に要する経費の
割合が小さくなっている事がわかります。
要因としては、新型コロナウイルス感染症に対する支援策として消費喚起

事業や子育て世帯への特別給付金を実施したほか、地方交付税の想定以上の
追加交付があった事などにより、後年度の支出増に備え公共施設等整備基金
及び財政調整基金へ積立てを行ったことにより、子育て支援・教育、産業振
興・商工総務等の割合が大きくなったことなどが影響しています。

●商工・総務等
（産業振興や市役所の運営など）

2,060円（前年度比＋177円）

・消費喚起事業、各種基金への積立、人件費等



支出でできたこと、
作ったもの（財務諸表）

施設や道路、預金などの
市の資産をどのように形
成したかを集計する表で
す。
豊中市の現在の資産のう
ち、これからの負担とな
る負債の割合は約15％
です。

未来に残る施設などの負担（貸借対照表）

資産
7,463億
うち現金預金

80億

負債
1,132億

純資産
6,331億

財務諸表は、1年間のお金の動きを整理して、未来に引き継ぐ施設や
道路などの資産とその年の市民サービスに使った費用、これからの
世代の負担となる負債と、これまでの世代の負担である純資産をわ
かりやすくするために作るものです。

業務活動収支 103億

投資活動収支 △118億

財務活動収支 22億

前年度末残高 52億

当年度末残高 59億

お金の出入りの集計（資金収支計算書）

現金の出入りを集計する
表です。
令和3年度に投資活動で
うみだした資産は、市民
サービスの収支（業務活
動）や財務活動の収支で
出た余裕分を活用してで
きたものです。
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コストをどう支払ったか（純資産変動計算書）

税収などの財源とコスト
の差引で、純資産の増減
を確認する表です。
令和3年度は、純行政コ
ストを税収等の財源でま
かなえたため、将来の市
民へ引き継ぐ財産（純資
産）が増えました。

純行政コスト
1,556億

財源その他
1,636億

前年度末

純資産残高

6,251億

当年度末
純資産残高

6,331億

市の財布から出ていくお金は、市民の安心・安全を維持し、市民が
暮らしやすいまちにするために使います。令和3年度の1年間のお金
の使い道は、その年度に使ったもの（費用）と、未来にも使えるも
の（資産）とに大きく分けることができます。

令和3年度の市民サービスのコスト
（行政コスト計算書）

1年間の市民サービス提
供に要したコストを示す
表です。
使用料や手数料で負担し
た費用は約３％です。

費用
1,605億

収益 49億

純行政コ
スト
1,556億
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お財布診断
財務諸表をもとに、これまでの負担とこれからの負担につ
いて、４つの観点から市のお財布を診断します。

純資産比率 84.8％

前年度：84.9％ 中核市平均：71.1％

純資産はこれまでの世代による負担の蓄積であ
り、資産の比率を示す純資産比率は、中核市平
均を大きく上回っています。

84.8

3.5
将来世代負担比率 3.5％

前年度：3.6％ 中核市平均：16.3％

固定資産に対してこれからの世代の負担となる借
金残高の割合を示す指標です。豊中市は中核市平
均を大きく下回っています。

②これまでとこれからの負担の割合

一人当たり資産 182万円

前年度：180万円 中核市平均：155万円

令和3年度の豊中市民の一人当たり資産は中核
市平均を上回っています。未来に残る資産は増
えていますが、資産はいずれ負担にもなること
には注意が必要です。

182

70.0
資産老朽化比率 70.0％

前年度：70.5％ 中核市平均：64.4％

資産の老朽化の度合い（有形固定資産減価償却
率）を示す指標です。中核市平均より高いのは、
資産の更新が他市に比べて進んでおらず、今後は
更新の費用が必要になることを示しています。

①未来に残る資産
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27.8

72.7
基礎的財政収支 72.7億

前年度：41.2億 中核市平均：32.0億

業務活動収支（市民サービス）と投資活動収支
（資産形成）のバランスを示す指標（プライマ
リーバランス）です。地方交付税の追加交付や税
収増により令和３年度は大幅に増加しました。

③これからの負担の大きさ

総合評価 おおむね順調、今後のかじ取りが重要
お財布診断では、ほとんどの指標は中核市平均と比べても良好ですが、
資産老朽化比率が比較的悪い状態が継続しています。
このことは、これまでと同じように資産の維持・更新等にお金をかける
ことは難しいことを示しています。また、高齢化等に伴い、市民サービ
スの費用の上昇が見込まれています。
社会経済情勢の急激な変化にも対応できるよう、一人当たり資産や純資
産比率、将来世代負担比率等の指標を良好に保つ必要があります。

一人当たり負債 27.8万円

前年度：27.2万円 中核市平均：45.0万円

令和3年度の、豊中市民の一人当たり負債（これ
からの負担）は27.8万円でした。負債が少なく資
産が多いので、施設や道路の更新にかかるお金が
今後増える可能性を示しています。

一人当たり行政コスト 38.1万円

前年度：44.1万円 中核市平均：39.4万円

行政コストが市民一人当たりいくらかかってい
るかを示す指標です。前年度に比べてコストの
減少が見られ、中核市平均を下回っています。

38.1

④行政サービスの効率性
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お財布の今後

お財布診断では、令和3年度の結果は「おおむね順調」でしたが、
将来への負担について課題があることがわかりました。
豊中市がずっと住み続けられるまちであるためには、市民のみなさ
んと行政が一緒になって、資産の持ち方やお金の使い方を考えてい
く必要があります。

今後も少子高齢化が進んでいくこ
とから、医療・介護や子育て支援
に使われる社会保障関係経費は年
平均5％程度増加しており、今後
も同じ傾向が続くと考えられま
す。一方税収の伸びは限られる見
込みで資産形成とのバランスが求
められます。

費用のこれから 各年度の市民サービス

豊中市の資産は昭和40年代に整備したも
のが多く、老朽化が進んでいます。施設
やインフラの維持・更新の費用はこの
先、年間平均で約40億円増える見込みで
す。

平成30年度は大阪府北部地震や台風第21
号などで豊中市も大きな被害を受け、災
害関係で約24億円を支払いました。も
し、熊本地震レベルの震災が大阪で発生
すると、50億円程度の支払いが発生する
ことになります。

資産のこれから 未来に残す施設や道路
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暮らしやすい豊中でありつづけるために

お財布を「おおむね順調」に保つことで、市民
の負担が増えすぎないようにしつつ、福祉・健
康や子育て支援などの市民サービスを維持する
ことができます。そのためには、ひとりひとり
のものの見方や考え方を少しずつ変えることも
大切です。

健康づくりのために歩く距離を増やす。防災意
識をさらに高め、日ごろの備えを見直す。生活
スタイルを見直してごみを減らす。クラウド
ファンディングに参加するなど、できることを
少しずつ持ち寄ることが、将来に渡ってみんな
が暮らしやすい豊中市をつくる第一歩です。

お財布診断から、施設などを今と同じ
ように持ち続けると未来の負担が増え
たり、生活を支えるサービスの費用が
増えると将来の余裕が少なくなったり
するという、豊中市の今の状況がわか
ります。

今のお財布の状況と未来の負担がどう
結びついているかを市民間で共有しな
がら、施設の使い方を考え直すこと
や、災害に備えて市も一定のたくわえ
を持っておくことが必要です。

選んで残す、選んで使う お財布診断と日ごろの暮らし
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令和6年（2024年）2月改訂
豊中市財務部財政課


